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【研究紹介】 
電子メールの自動暗号化サーバ 
 (Crypt-Mail Secretary: CMS) の研究 
情報工学科 畑中 雅彦 
 インターネットにより，国内外を問わず情報交換
が安価に簡単にできるようになりましたが，不法な
情報の配布や情報の盗聴・改竄などの不正行為が社
会問題化しつつあります．当研究室ではネットワー
クの安全性について研究しており，CRD センターの
仲介によりニッテツ北海道制御システム (株) と共
同研究していた「電子メールの自動暗号化システ
ム」の構築がほぼ終了しましたので，これについて
紹介させていただきます． 
 通常郵便と同様に，電子メールにも私的なメール
とビジネスメールが存在します．全てのメールは第
三者から保護されるべきですが，電子メールでは暗
号化によりこれを達成しています．勿論，メールの
正当な受信者のみが，暗号メールを復号化する
「鍵」を持っている必要があります．通常の暗号化
電子メールシステムでは，受信者固有の鍵を利用し
て個別に暗号化を行います（図１参照）．この仕組
みは私的メールのプライバシー保護のために不可欠
ですが，会社間のビジネスメールでは簡略化の可能
性があります．社内での暗号化が不要ならば，イン
ターネットへの出口で受信会社の鍵により自動的に
暗号化できるからです（図２参照）．社員数に関わ
らず鍵の数は１会社１個になり，暗号化を意識しな
いメール交換となるので不注意による未暗号メール
の送信が防げます．暗号化相手会社の選定や契約，
鍵の更新や保管作業等は社内のネットワーク専門家
の仕事であり，電子メールに関するセキュリティ状
況も把握容易になります． 
 図２に示した構成では，メールの基本システムを
変更せず，単に暗号化処理サーバ (CMS) の挿入の
みで自動暗号化が可能です．構築したシステムは共
同研究先との間で長期安定動作試験中であり，現在
までの２ケ月間順調に稼働中．さて，商品化計画
は ?!?! 
図１. 電子メールの基本システム 
図２. 暗号化処理サーバを追加したシステム 
 
 
【運営委員会】第 2回議事録（5月 13 日） 
議題 1. H11 年度民間等との共同研究について 
 区分B 新規1件、継続1件と区分C 1件の申請があり
審議の結果、承認された。 
議題 2. シーズ集について 
 本学の研究者一覧の一部を利用してシーズ集を作成
するについての話し合いがなされた。 
議題3. CRDｾﾝﾀｰ年間行事の進行状況について 
国際講演会が 6月17日（木）の13時20分から17時
まで室蘭市中島町の蓬 殿において「国際ワークショ
ップ、ソフトコンピューティング’99 –産業への応
用- 」の特別講演が開かれることが国際講演会担当
の鈴木運営委員から報告があった。大学研究紹介につ
いては情報工学科と応用化学科が担当することについ
ての確認をした。ニュースレター担当委員からは載せ
る原稿を依頼したとの報告があった。中小企業見学
会・企業合同見学会の委員からは千歳、苫小牧方面で
見学会を計画するよう調整中であることの報告があっ
た。技術開発講演会の担当委員からは計画中の報告が
あった。 
 
報告事項 
1.研究支援推進員(非常勤職員)の任用について 
  申請をしていた研究支援推進員を 5月 17 日付けで 1 名
を採用するとの報告がセンター長よりあった。
 
平成 11 年度 
第１回技術研究開発講演会のご案内 
 
  場 所：室蘭工業大学地域共同研究開発ｾﾝﾀｰ ２階 創設10 周年記念産学交流室 
  主 催：室蘭工業大学地域共同研究開発ｾﾝﾀｰ （室蘭市水元町 27-1 ℡.0143-46-5860） 
  共 催：共同研究推進セミナー実行委員会、室蘭工業大学地域共同研究開発ｾﾝﾀｰ研究協力会 
  日 時：平成 11年 7 月 3 日(土) 午後 3 時～午後 5 時 30 分 
  参加費：無料 
 
北海道経済に寄与する産学連携のための大学を使った事業化の歩み 
   大学で研究もしくは、アイディアがある場合の技術、ビジネスシ－ズ等で事業化して新産 
  業に資する取り組みを行う場合の実際の取り組みに関して、ノウハウ、問題点、公的補助シ 
  ステム、実例、現状分析と今後の課題を各分野の専門家から実際の事例とともに紹介し、討 
  論する。 
 
                       司会：斉藤 和夫 
                                   室蘭工業大学教授 
 １．ビジネス創造への基点として 
                    小樽商科大学教授 ＣＢＣセンター長  松本康一郎 
 ２．室蘭工業大学の特許研究の事業化への取り組みでのＦＳ 
                          室蘭工業大学客員教授  松田 博行 
                             (千代田化工建設㈱ プラント設計部) 
 ３．新事業を興すためのマ－ケット戦略 
                   千代田化工エンジニアリング㈱ 営業部  吉村 雅彦 
 ４．ベンチャービジネスによる地域活性化 
                  小樽商科大学助教授 ＣＢＣ副センタ－長  瀬戸   篤 
 ５．新規事業の設立と助成金の活用 
                                行政書士  田村 丈夫 
 ６．プロパテント時代の特許・商標登録を含めた TLO の実例 
                       特許庁 総務課 大学等支援室  扇谷 高男 
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
    
参加ご希望の方は Fax:0143-46-5879 CRD ｾﾝﾀｰ事務室(飯島)までお申込み下さい。 
多数の方のご来聴をお願いします。 
